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6‥ ちなみにこの言葉は 2013 年度のユーキャン流行語の 10 位に入っているという。しかし、一部の市民社会でしか、事
の重大性を受け止めていないように思える。
7‥ ヘイト・スピーチについて岩波新書版『ヘイト・スピーチとは何か』に簡略に、しかし、丁寧に説明する師岡康子は、
アメリカで 1980 年代に両方の用語が拡がったといい、ヘイト・スピーチという言葉が広く日本社会で拡がった 2013
年以前に『ヘイト・クライム』<2010> というタイトルで出版した前田朗は「在特会」による暴力行為などをその文
脈で説明している。
8‥ 前田朗、人種差別撤廃施策推進法案について、『人権と生活』在日朝鮮人人権協会、vol.41.2015 年 12 月、62 頁。
9‥ 朝日新聞　12 月 22 日付　デジタル版。
10‥ 2014 年 7 月に地裁、つづいて高裁と最高裁で原告側の主張が認めらている。
11‥明戸隆浩、アメリカにおけるヘイトスピーチ規制論の歴史的文脈ー 90年代の規制論争における公民権運動の ｢継承 ｣、







































か、2015 年の 5 月に、憎悪表現をはじめ人種差別
撤廃施策推進法案が民主党、社民党の議員から提出







































































































































































19‥宮田節子、『世界』、2015 年 7 月号。
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25‥鵜飼哲『「レイシズム」を語ることの意味』、前掲書　前田編『なぜ、今ヘイト・スピーチなのか』参照。
ことでこの人々とは違うとしているその態度に警
鐘を鳴らしているが 25、私たちが一人ひとりが生き
ている歴史に対しての応答責任を考えると彼の問
いかけには耳を傾ける必要があるだろう。
また、長い間の教育を通して埋め込められている
他者に対する偏見、実体と出会っていいがために、
想像からくる一種の恐れ、優越感等、「日本人」の
心と頭の深層の部分に眠っている差別意識を自覚
しないまま、あるいは出来ないでいるかぎり、程度
の差はあれヘイト・デモの参加者と同じではないだ
ろうかという見方も可能になる。
在日朝鮮人の人権問題は日本と朝鮮半島に住む
人々の関係性の核になるだろう。つまり、「在特会」
のメンバーだけではなく、すべての差別する側も差
別される側もその過程でその歪められた人格を回
復し「人間の復活」につなげられるのかということ
が問われている。これがまさに在日朝鮮人の生に関
するポストコロニアルの問いの一つだと思う。
日韓（朝）関係から考える在日朝鮮人の人権－ポストコロニアルの問いかけ－
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